
 

 

 

平成22年２月９日 

 
パ イ オ ニ ア 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 小谷 進 

（コード番号 ６７７３ 東証第一部） 

問合せ先 代表取締役専務取締役 岡安 秀喜 

電  話 （０４４）５８０－３２１１ 

三菱化学株式会社との業務提携および第三者割当による新株式発行についてのお知らせ 

 当社は、三菱化学株式会社（以下「三菱化学」といいます。）との間で、有機ＥＬ照明を中心とし

た協業について協議を進めてまいりましたが、平成22年２月９日開催の当社取締役会において、資本

提携に関する 終合意書を締結し、有機ＥＬ照明に関する業務提携関係を円滑に構築するため、同社

を割当先とする第三者割当による新株式発行（以下「本第三者割当」といいます。）を実施すること

を決議しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 また、当社と三菱化学は、本日、本件につき別途共同発表しておりますので、本日の発表資料「三

菱化学とパイオニアの有機ＥＬ照明に関する業務・資本提携について」もご覧下さい。 

 なお、当社は、本日開催の取締役会において、上記に加え、海外募集による新株式発行（以下「海

外募集」といいます。）および三菱電機株式会社に対する第三者割当による新株式発行（以下「三菱

電機に対する第三者割当」といいます。）についても決議しておりますが、これらの詳細につきまし

ては、本日の発表資料「海外募集による新株式発行についてのお知らせ」ならびに「三菱電機株式会

社との業務提携強化および第三者割当による新株式発行についてのお知らせ」をご覧下さい。また、

本日、本田技研工業株式会社への第三者割当による新株式発行に関する現状についても別途発表して

おりますので、本日の発表資料「本田技研工業株式会社に対する第三者割当による新株式発行に関す

る進捗の状況についてのお知らせ」もご覧下さい。 

記 

Ⅰ．業務提携 

１．業務提携の目的および理由 

 当社と三菱化学は、平成14年の京都大学を中心とした包括的産学融合アライアンスへの参加

など、異業種間連携を進めてまいりました。この成果の一つとして、昨年、塗布型有機ＥＬ

（印刷方法によりインク材料を塗布し有機ＥＬ素子を形成する方式）に関し、それぞれの強み

を生かして共同開発を行い、世界有数の研究成果を得ております。 

 ＣＯ２削減が地球的規模の課題となっている現在、エネルギー効率の高い電気・電子機器が

要望されており、照明分野でも、従来の白熱電球に代わる高効率の光源が求められております。

前述の塗布型有機ＥＬの共同開発の成果をこの照明分野に応用するため、このたび、同社と業

務提携を行うことといたしました。今後、実用化に向け両社のリソースを融合的に活用するこ

とで、開発を促進し、事業化を検討してまいります。 

 

２．業務提携の内容 

 本業務提携におきましては、塗布型有機ＥＬ照明の共同開発および事業化検討を行いますが、

具体的な内容につきましては今後両社間で協議を進めてまいります。 
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３．業務提携先の概要 

 業務提携先である三菱化学の概要につきましては、下記「Ⅱ．第三者割当による新株式発行 

６．割当先の選定理由等 （１）割当先の概要」をご参照下さい。 

 

４．今後の見通し 

 本業務提携による平成22年３月期業績への影響は軽微です。今後の業績に与える影響および

今後の見通しについては精査中ですが、早期に提携の効果を得られるよう、共同開発を精力的

に推進してまいります。 

 

Ⅱ．第三者割当による新株式発行 

１．募集の概要 

(１) 発 行 期 日 
平成22年３月２日（火曜日）から平成22年３月４日（木曜日）
までのいずれかの日。ただし、下記（３）記載の発行価格等決
定日の５営業日後とします。 

(２) 発 行 新 株 式 数 普通株式 2,400,000株（注１） 

(３) 
払 込 金 額 の 

決 定 方 法 

平成22年２月23日（火曜日）から平成22年２月25日（木曜日）
までの間のいずれかの日（以下「発行価格等決定日」といいま
す。）に海外募集による新株式発行において決定される発行価
格（募集価格）と同一の金額とします。 

なお、海外募集においては、日本証券業協会の定める有価証券
の引受け等に関する規則第25条に規定される方式と同様のブッ
クビルディング方式により、発行価格等決定日における株式会
社東京証券取引所市場第一部における当社普通株式の終値（当
日に終値のない場合は、その日に先立つ直近日の終値）に0.90
～1.00を乗じた価格（計算の結果１円未満の端数が生じたとき
は、その端数を切り捨てます。）を仮条件として、需要状況等
を勘案したうえで、発行価格等決定日に、海外募集における発
行価格（募集価格）を決定します。 

(４) 調 達 資 金 の 額 
912,800,000円（平成22年２月８日現在の株式会社東京証券取
引所市場第一部における当社普通株式の終値を基準として算出
した差引手取見込概算額）（注２） 

(５) 
募集または割当の方法 

（ 割 当 先 ） 

第三者割当の方法によります。 

（三菱化学株式会社） 

(６) 上記各号については、金融商品取引法に基づく届出の効力発生を条件とします。 

（注）１．割当先である三菱化学は、かかる発行新株式数のうち600,000,000円を上記（３）により決定される払込

金額で除した数（ただし、10,000株未満の端数は切り捨てるものとします。）の株式を引き受ける予定

であり、引き受けられなかった株式は発行されません。 

 ２．発行新株式数の全てが引き受けられた場合の払込金額の総額を基準とした差引手取見込概算額を記載し

ておりますが、実際には、三菱化学は（注１）のとおり株式を引き受ける予定であるため、払込金額の

総額の上限は600,000,000円であり、その場合の差引手取見込概算額は597,420,000円となります。 

 

２．第三者割当による新株式発行の目的および理由 

 上記Ⅰ．１．に記載のとおり、当社と三菱化学は、従来から異業種間連携を進めてまいりま

した。この成果の一つとして、昨年、塗布型有機ＥＬに関し、世界トップレベルの研究成果を

得ております。 

 ＣＯ２削減が地球的規模の課題となっている現在、照明分野でも従来の白熱電球に代わる高
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効率の光源が求められていることから、当社は、塗布型有機ＥＬの共同開発の成果をこの分野

に応用するため同社と業務提携を行うこととし、かかる業務提携をより強固に推進するため、

同社に対して第三者割当による新株式発行を行うことといたしました。 

 

３．調達する資金の額、使途および支出予定時期 

(１) 調達する資金の額 

 払込金額の総額 916,800,000円 

 発行諸費用の概算額（注１） 4,000,000円 

 差引手取概算額 912,800,000円 

（注）１．発行諸費用には、登記関連費用および上場手数料が含まれます。 

 ２．上記は、平成22年２月８日の株式会社東京証券取引所市場第一部における当社普通株式の終値を基準と

して算出した見込概算額であり、割当先である三菱化学が上記１．（２）記載の発行新株式数の全てを

引き受けた場合の上限額を記載したものです。実際には、割当先である三菱化学は、かかる発行新株式

数のうち600,000,000円を上記１．（３）により決定される払込金額で除した数（ただし、10,000株未満

の端数は切り捨てるものとします。）の株式を引き受ける予定であるため、払込金額の総額の上限は

600,000,000円となります。また、発行諸費用の概算額の上限および差引手取見込概算額の上限は、それ

ぞれ2,580,000円および597,420,000円となります。 

(２) 調達する資金の具体的な使途および支出予定時期 

 本第三者割当による調達資金は、運転資金等に充当することを予定しております。具体的に

は、三菱化学との塗布型有機ＥＬ照明の共同開発に係る資金を含む、同社との業務提携のため

の資金等に充当する予定です。調達する資金の支出予定時期については平成23年３月期中を予

定しており、支出までの間は当社当座預金口座において管理いたします。 

 

４．調達する資金の使途の合理性に関する考え方 

 三菱化学との業務提携を確実に進める上で必要となる資金等に充当することは、当社の企業

価値向上に資するものであり、合理的な使途であると判断しております。 

 

５．発行条件等の合理性 

(１) 払込金額の算定根拠およびその具体的内容 

 本第三者割当における払込金額は、海外募集による新株式発行における発行価格（募集価

格）と同額といたします。海外募集による新株式発行における発行価格（募集価格）は、日本

証券業協会の定める有価証券の引受け等に関する規則第25条に規定される方式と同様のブック

ビルディング方式により決定する予定です。 

 上記の本第三者割当における払込金額の決定方法は、会社法第201条第２項に定める「公正

な価額による払込みを実現するために適当な払込金額の決定の方法」に該当し、適切な決定方

法であると判断しております。また、払込金額の決定方法に係る適法性につきましては、本日

開催の取締役会において、監査役３名全員（うち社外監査役２名）が適法である旨意見を表明

しております。 

(２) 発行数量および株式の希薄化の規模が合理的であると判断した根拠 

 本第三者割当および三菱電機に対する第三者割当により発行される新株式は合計で 大

12,400,000株（議決権数124,000個）であり、現在の当社の発行済株式総数210,063,836株（平

成21年９月30日現在の総議決権数2,048,293個）に対する割合は 大5.9％（議決権における割

合6.0％）となり、希薄化の規模は限定的であると考えております。 
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６．割当先の選定理由等 

(１) 割当先の概要 

① 商 号 三菱化学株式会社 

② 所 在 地 東京都港区芝四丁目14番１号 

③ 代 表 者 代表取締役 取締役社長 小林 喜光 

④ 主 な 事 業 内 容 化学製品の製造、販売 

⑤ 資 本 金 50,000百万円 

⑥ 設 立 年 月 日 昭和25年６月１日 

⑦ 発 行 済 株 式 総 数 2,177,675,032株 

⑧ 事 業 年 度 の 末 日 ３月31日 

⑨ 従 業 員 数 28,324名（連結） 

⑩ 主 要 取 引 先 三菱商事株式会社、日新製鋼株式会社 

⑪ 主 要 取 引 銀 行 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 

⑫ 大株主および持株比率 株式会社三菱ケミカルホールディングス 100％

⑬ 当 事 会 社 間 の 関 係  

 資 本 関 係 該当事項はありません。 

 人 的 関 係 該当事項はありません。 

 取 引 関 係 該当事項はありません。 

 
関 連 当 事 者 へ の 
該 当 状 況 

該当事項はありません。 

⑭ 近３年間の経営成績および財政状態（連結） 

 年  度 平成19年３月期 平成20年３月期 平成21年３月期 

 売 上 高  2,410,879百万円  2,544,169百万円  2,216,881百万円 

 営 業 損 益  89,263百万円  67,456百万円  △63,227百万円 

 経 常 損 益  107,801百万円  72,269百万円  △70,988百万円 

 当 期 純 損 益  243,183百万円  30,847百万円  △65,467百万円 

 １株当たり当期純損益  111.67円  14.16円  △30.06円 

 １ 株 当 た り 配 当 金  98.69円  30.94円  1.35円 

 純 資 産  600,988百万円  515,210百万円  351,208百万円 

 総 資 産  2,179,675百万円  1,870,051百万円  1,764,978百万円 

 １ 株 当 た り 純 資 産  256.39円  219.33円  144.34円 

（注）１．資本金、発行済株式総数、従業員数ならびに大株主および持株比率は、平成21年９月30日現在における

ものです。 

 ２．割当先、当該割当先の役員または株主が暴力団等とは一切関係がないことを確認しており、その旨の確

認書を株式会社東京証券取引所に提出しております。 

(２) 割当先を選定した理由 

 上記Ⅰ．１．に記載のとおり、当社と三菱化学はこのたび有機ＥＬ照明に関する業務提携を

結ぶことといたしました。この業務提携をより一層、円滑かつ確実に実行し、当社の競争力と

企業価値の向上に資するため、三菱化学を本第三者割当の割当先としたものです。 

(３) 割当先の保有方針 

 三菱化学からは、割り当てる新株式の保有方針について、中・長期に保有する意向であるこ
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とを確認しております。 

 なお、当社は三菱化学に対して、払込期日から２年以内に割当新株式の全部または一部を割当

先が譲渡した場合には、譲渡を受けた者の氏名または名称および譲渡株式数等の内容を直ちに当

社へ書面により報告すること、当社が当該報告内容を株式会社東京証券取引所に報告すること、

ならびに当該報告内容が公衆縦覧に供されることに同意することにつき、確約書の発行を依頼す

る予定です。 

(４) 割当先の払込みに関する財産の存在について確認した内容 

 三菱化学が関東財務局長に提出した直近の有価証券報告書（平成21年６月24日提出（平成21

年８月５日訂正報告書提出））および四半期報告書（平成21年11月12日提出（平成22年１月22

日訂正報告書提出））に記載の売上高、総資産額、純資産額、現預金等の状況を確認した結果、

本第三者割当の払込みについて問題のないことを確認しております。 

 

７．大株主および持株比率 

募集前（平成21年９月30日現在） 募集後 

シャープ株式会社 14.28％ シャープ株式会社 9.54％

日本マスタートラスト信託銀行株式
会社(信託口) 

5.12％
日本マスタートラスト信託銀行株式
会社(信託口) 

3.42％

日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社(信託口) 

3.85％ 三菱電機株式会社 3.18％

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 3.08％
日本トラスティ・サービス信託銀行
株式会社(信託口) 

2.57％

株式会社みずほ銀行 1.90％ 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 2.06％

みずほ信託銀行株式会社退職給付 
信託みずほ銀行口再信託受託者 
資産管理サービス信託銀行株式会社

1.88％ 株式会社みずほ銀行 1.27％

パイオニア従業員持株会 1.81％
みずほ信託銀行株式会社退職給付 
信託みずほ銀行口再信託受託者 
資産管理サービス信託銀行株式会社

1.25％

株式会社三井住友銀行 1.23％ パイオニア従業員持株会 1.21％

資産管理サービス信託銀行株式会社
(証券投資信託口) 

1.16％ 株式会社三井住友銀行 0.82％

三井生命保険株式会社 1.01％
資産管理サービス信託銀行株式会社
(証券投資信託口) 

0.77％

（注）１．平成21年９月30日現在の株主名簿を基準として記載しております。 

 ２．募集後の大株主および持株比率は、平成21年９月30日現在の発行済株式総数に、海外募集（発行新株式

数の上限92,000,000株）、本第三者割当（発行新株式数の上限2,400,000株）および三菱電機に対する第

三者割当（発行新株式数の上限10,000,000株）による新株式発行により増加する上限の株式数の合計を

加えて算出した数値です。 

 ３．当社は、平成21年９月30日現在、自己株式を2.38％所有しておりますが、上記大株主からは除外してお

ります。 

 

８．今後の見通し 

 当社の財務体質を改善・強化し、中長期的な成長と収益性改善に資するものと考えておりま

す。なお、本日修正を発表した平成22年３月期連結業績予想への影響はありません。平成23年

３月期以降については、今後、中期事業計画の見直しを行ってまいります。 
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９．企業行動規範上の手続きに関する事項 

 本第三者割当は、①希薄化率が25％未満であること、②支配株主の異動を伴うものではない

ことから、株式会社東京証券取引所の定める有価証券上場規程第432条に定める独立第三者か

らの意見入手および株主各位の意思確認の手続きは必要とされておりません。 

 

10． 近３年間の業績およびエクイティ・ファイナンスの状況等 

(１) 近３年間の業績（連結） 

 
平成19年３月期 
(米国会計基準) 

平成20年３月期 
(日本会計基準) 

平成21年３月期 
(日本会計基準) 

売 上 高  797,102百万円  774,477百万円  558,837百万円 

営 業 損 益  12,487百万円  9,216百万円  △54,529百万円 

経 常 損 益  －  12,428百万円  △54,420百万円 

当 期 純 損 失  △6,761百万円  △19,040百万円  △130,529百万円 

１株当たり当期純損失  △38.76円  △103.95円  △636.68円 

１ 株 当 た り 配 当 金  10.0円  7.5円  0円 

１ 株 当 た り 純 資 産  1,537.22円  1,258.40円  538.98円 

（注）１．当社は、平成21年３月期より、連結財務諸表の作成基準を米国会計基準から日本会計基準に変更しまし

た。従って、上記のうち平成20年３月期については、日本会計基準に基づいて組替表示した数値を記載

しております。平成19年３月期については、米国会計基準に基づき過去に作成、公表した数値を記載し

ております。 

 ２．平成19年３月期における売上高は米国会計基準に基づく営業収入の数値を、営業損益は米国会計基準に

基づく営業収入から売上原価および販売費及び一般管理費を控除した数値を記載しております。また、

平成19年３月期における経常損益については、米国会計基準で経常損益に相当する科目がありませんの

で、記載しておりません。 

 ３．平成19年３月期における純資産は、米国会計基準に基づく資本合計であり、平成19年３月期における１

株当たり純資産は、米国会計基準に基づく資本合計を用いて算出しております。 

(２) 発行済株式数および潜在株式数の状況（平成21年12月31日現在） 

 株 式 数 
発行済株式総数に 
対 す る 比 率 

発 行 済 株 式 総 数  210,063,836株  100％ 

潜 在 株 式 数  15,605,388株  7.42％ 

（注）潜在株式数は、行使価額につき上限値または下限値のない新株予約権および新株予約権付社債に係るもので

す。 

(３) 近の株価の状況 

① 近３年間における株価 

 平成19年３月期 平成20年３月期 平成21年３月期 

始  値 1,940円 1,555円 980円 

高  値 2,295円 1,837円 1,102円 

安  値 1,480円 722円 82円 

終  値 1,540円 990円 129円 
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② 近６か月間における株価 

 
平成21年 
８月 ９月 10月 11月 12月 

平成22年 
１月 

始  値 276円 295円 201円 221円 238円 288円 

高  値 328円 304円 253円 289円 320円 364円 

安  値 262円 211円 198円 220円 235円 263円 

終  値 300円 216円 231円 233円 286円 352円 

③ 発行決議日前日における株価 

 平成22年２月８日 

始  値 387円 

高  値 390円 

安  値 377円 

終  値 382円 

 

(４) 近３年間のエクイティ・ファイナンスの状況 

 第三者割当増資 

発 行 期 日 平成19年12月20日 

調 達 資 金 の 額 41,400,000,000円（差引手取概算額） 

発 行 価 額 １株当たり1,385円 

募 集 時 に お け る 
発 行 済 株 式 総 数 

180,063,836株 

当 該 募 集 に よ る 
発 行 株 式 数 

 30,000,000株 

募 集 後 に お け る 
発 行 済 株 式 総 数 

210,063,836株 

割 当 先 シャープ株式会社 

発 行 時 に お け る 
資 金 使 途 

運転資金等（シャープ株式会社との提携や共同開発などに係る
資金等） 

発 行 時 に お け る 
支 出 予 定 時 期 

平成19年12月から随時 

現時点における充当状況 充当終了 

 

11．発行要項 

(１) 発行新株式数 普通株式 2,400,000株 （注） 

(２) 払込金額の決定方法 平成22年２月23日（火曜日）から平成22年２月25日（木曜

日）までの間のいずれかの日（以下「発行価格等決定日」と

いいます。）に海外募集による新株式発行において決定され

る発行価格（募集価格）と同一の金額とします。なお、海外

募集においては、日本証券業協会の定める有価証券の引受け

等に関する規則第25条に規定される方式と同様のブックビル

ディング方式により、発行価格等決定日における株式会社東

京証券取引所市場第一部における当社普通株式の終値（当日
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に終値のない場合は、その日に先立つ直近日の終値）に0.90

～1.00を乗じた価格（計算の結果１円未満の端数が生じたと

きは、その端数を切り捨てます。）を仮条件として、需要状

況等を勘案したうえで、発行価格等決定日に、海外募集にお

ける発行価格（募集価格）を決定します。 

(３) 払込金額の総額 上記（２）により決定される払込金額に上記（１）記載の発

行新株式数を乗じた額 

(４) 資 本 組 入 額 増加する資本金の額は、会社計算規則第14条第１項に従い算

出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の

結果１円未満の端数が生じたときは、その端数を切り上げま

す。増加する資本準備金の額は、当該資本金等増加限度額か

ら上記の増加する資本金の額を減じた額とします。 

(５) 募集または割当方法 第三者割当 

(６) 申 込 期 日 平成22年３月１日（月曜日）から平成22年３月３日（水曜

日）までのいずれかの日。ただし、下記（７）記載の払込期

日の前営業日とします。 

(７) 払 込 期 日 平成22年３月２日（火曜日）から平成22年３月４日（木曜

日）までのいずれかの日。ただし、発行価格等決定日の５営

業日後の日とします。 

(８) 割当先および割当株式数 三菱化学株式会社 普通株式 2,400,000株 （注） 

(９) 上記各号については、金融商品取引法に基づく届出の効力発生を条件とします。 

（注）割当先である三菱化学は、本第三者割当に係る発行新株式数のうち600,000,000円を上記（２）により決定さ

れる払込金額で除した数（ただし、10,000株未満の端数は切り捨てるものとします。）の株式を引き受ける

予定であり、引き受けられなかった株式は発行されません。 

 

 

 

以 上 
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